
備 考

- 34人

（22） （41） （4） （17） （84） （） （32）

- 23人

（13） （27） （3） （12） （55） （） （21）
計

14人 27人 3人 14人 58人

合 計
23人 41人 4人 19人 87人

ｂ．専門科目担当基幹教員のうち，年間８単位以上の授業
　　科目を担当する者（ａに該当する者を除く。）

- - - - -

（） （） （） （） （）

 うち，専門科目担当基幹教員
5人 6人 - 3人 14人

（4） （6） （） （1）

ａ．専門科目担当基幹教員のうち，専ら当該高等専門学校
　　の教育に従事する者

5人 6人 - 3人 14人

（4） （6） （） （1） （11）

ｂ．一般科目担当基幹教員のうち，年間８単位以上の授業
　　科目を担当する者（ａに該当する者を除く。）

- - - - -

（） （） （） （）

ａ．一般科目担当基幹教員のうち，専ら当該高等専門学校
　　の教育に従事する者

3人 7人 1人 4人 15人

（3） （7） （1） （4）

高等専門学校設置基準第
６条第９項に定める専ら
当該高等専門学校の教育
に従事する基幹教員の数
29人

（3） （7） （1） （4） （15）

（15）

（）

（11）

- 13人

（7） （13） （1） （5） （26） （） （11）

13人 1人 7人

 うち，一般科目担当基幹教員
3人 7人 1人 4人 15人

29人

14人

（3） （7） （1） （3） （14）

ｂ．専門科目担当基幹教員のうち，年間８単位以上の授業
　　科目を担当する者（ａに該当する者を除く。）

- - - - -

（） （） （） （） （）

（）

 うち，専門科目担当基幹教員
3人 7人 1人 3人 14人

（3） （7） （1） （3） （14）

15人 高等専門学校設置基準第
６条第９項に定める専ら
当該高等専門学校の教育
に従事する基幹教員の数
29人

(3) （7） （1） （4） （15）

（15）

- - - - -

（） （） （）

3人 7人 1人 4人 15人

(3)

29人 - 10人

（6） （14） （2） （7） （29） （） （10）既

設

分

商船学科
6人 14人 2人 7人

 うち，一般科目担当基幹教員
3人 7人 1人 4人

ｂ．一般科目担当基幹教員のうち，年間８単位以上の授業
　　科目を担当する者（ａに該当する者を除く。）

ａ．一般科目担当基幹教員のうち，専ら当該高等専門学校
　　の教育に従事する者 （7） （1） （4）

（）

ａ．専門科目担当基幹教員のうち，専ら当該高等専門学校
　　の教育に従事する者

3人 7人 1人 3人

情報工学科
8人

（6） （7） （） （1） （14）

- 11人

（9） （14） （1） （5） （29） （） （11）

14人 1人 5人 29人

ｂ．専門科目担当基幹教員のうち，年間８単位以上の授業
　　科目を担当する者（ａに該当する者を除く。）

- - - - -

（）

 うち，専門科目担当基幹教員
6人 7人 - 1人 14人

（6） （7） （） （1） （14）

（） （） （） （） （）

14人

15人 高等専門学校設置基準第
６条第９項に定める専ら
当該高等専門学校の教育
に従事する基幹教員の数
29人

(3) （7） （1） （4） （15）

（15）

- - - - -

（） （） （）

3人 7人 1人 4人 15人

(3)

29人 - 11人

（9） （14） （1） （5） （29） （） （11）新

設

分

創造工学科
9人 14人 1人 5人

 うち，一般科目担当基幹教員
3人 7人 1人 4人

ｂ．一般科目担当基幹教員のうち，年間８単位以上の授業
　　科目を担当する者（ａに該当する者を除く。）

ａ．一般科目担当基幹教員のうち，専ら当該高等専門学校
　　の教育に従事する者 （7） （1） （4）

（）

ａ．専門科目担当基幹教員のうち，専ら当該高等専門学校
　　の教育に従事する者

6人 7人 - 1人

計
9人

学科の名称
基幹教員

助手
基幹教員以外の
教 員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

同一設置者内における
変 更 状 況
（定員の移行，名称の
変 更 等 ）

電子機械工学科（廃止）（△40）
令和8年4月学生募集停止

計 40人 - 200人

創 造 工 学 科 68科目 0科目 11科目 79科目 1

教育
課程

新設学科の名称
開設する授業科目の総数

学級数
講義 演習 実験・実習 計

卒業要件単位数

工学関係
令和8年4月
第1年次

愛媛県越智郡上島町
弓削下弓削1000

称号 学科の分野
開設時期及
び開設年次

所　在　地

167単位

高等専門学校の位置 愛媛県越智郡上島町弓削下弓削1000

計 画 の 区 分 高等専門学校の学科の設置

フ リ ガ ナ ドクリツギョウセイホウジンコクリツコウトウセンモンガッコウキコウ

設 置 者 独立行政法人国立高等専門学校機構

創 造 工 学 科 5年 40人 - 200人

高等専門学校の目的
幅広い視野にたった総合的な判断能力、斬新な創造力を備えた実践的技術者育成のための基礎的能力の
涵養と教養の育成を目的とする。

新 設 学 科 の 目 的
創造工学科：機械・電気・情報などものづくりに必要な知識・技術を総合的に学習し、ものづくりので
きる実践的な技術者を育成する。

新
設
学
科

の
概
要

新設学科の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

準学士
（工学）

別記様式第２号（その１の３）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ ユゲショウセンコウトウセンモンガッコウ

高等専門学校の名称 弓削商船高等専門学校
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点

昭和63年

附属施設の概要

第1体育館　1,133㎡　昭和44年設置
第2体育館　879㎡　昭和56年設置
実習工場　1,319㎡　昭和44年設置
史料館　304㎡　昭和50年設置
内燃機関総合実験室　140㎡　昭和55年設置
学習支援センター「メディコ」　1,765㎡　昭和48年設置
福利施設「白雲館」　925㎡　平成12年設置
荒天航泊実験室　563㎡　昭和48年設置
艇庫　718㎡　平成22年設置
浮桟橋　600㎡　平成27年設置
練習船「弓削丸」　全長56.33ｍ、巾10.6ｍ、深さ5.8ｍ、380屯　令和6年竣工
学寮等　10,581㎡　昭和45年～令和元年設置

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

所　在　地

40人 - 200人
準学士
（工学）

1.05 昭和60年

情報工学科 5年 40人 - 200人
準学士
（工学）

0.96

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 等 の 名 称 弓削商船高等専門学校

商船学科 5.5年 40人 -

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

－　千円 －　千円 －　千円 －　千円

240人
準学士
（工学）

0.98 昭和63年

愛媛県越智郡上島
町弓削下弓削1000

電子機械工学科 5年

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

図 書 購 入 費 － － －

共 同 研 究 費 等 － －

設 備 購 入 費 － － －

学生納付金以外の維持方法の概要 民間企業等からの外部資金（共同研究、受託研究、寄附金等）を活用

【全体】
図書　76,370冊
（うち外国書2,284冊）
学術雑誌　2,370冊
（うち外国書2,629冊）
・電子ジャーナル2,325冊

（うち外国書2,235冊）

〔うち外国書〕 電子図書

国費による

教員１人当り研究費等 － － － － －

－ － －

第３年次 第４年次 第５年次

－ － －

－ － －

－　千円

0〔　　〕　 0〔　　〕　 17

スポーツ施設等
スポーツ施設 講堂 厚生補導施設

2,777㎡ 210㎡ 1,120㎡

9

（530〔12〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　17　） （　9　）
計

530〔12〕　 0〔　　〕　 0〔　　〕　 0〔　　〕　 17

冊 〔うち外国書〕 種 〔うち外国書〕

教
室

16室

図
書
・
設
備

新設学科の名称

図書 学術雑誌 機械・器具 標本

点

9

（220〔3〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　17　） （　9　）

創造工学科
ものづくりコース

220〔3〕　 0〔　　〕　

㎡ ㎡ 12,790㎡

（12,790㎡） （ ㎡） （ ㎡） （12,790㎡）

〔うち外国書〕 電子ジャーナル

校 舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 40,082㎡ ㎡ ㎡ 40,082㎡

そ の 他 46,522㎡ ㎡ ㎡

校

地

等

区 分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

46,522㎡

12,790㎡

合 計 86,604㎡ ㎡

計
40人（40） 15人（15） 55人（55）

㎡ 86,604㎡

指 導 補 助 者
- - -

（） （） （）

そ の 他 の 職 員
- 4人 4人

（） （4） （4）

図 書 館 職 員
1人 2人 3人

（1） （2） （3）

（35）

技 術 職 員
13人 0人 13人

（13） （0） （13）

職 種 専　　属 その他 計

事 務 職 員
26 9人 35人

（26） （9）
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入学
定員

編入学
定員

収容
定員

入学
定員

編入学
定員

収容
定員 変更の事由

弓削商船高等専門学校 弓削商船高等専門学校

4年次 4年次

商船学科 40 240 商船学科 40 240
電子機械工学科 40 200 電子機械工学科 0 0 令和８年４月学生募集停止

情報工学科 40 200 情報工学科 40 200

創造工学科 40 200 学科の新設

3年次 3年次

4年次 4年次

専攻科 専攻科
海上輸送システム工学専攻 4 8 海上輸送システム工学専攻 4 8
生産システム工学専攻 8 16 生産システム工学専攻 8 16

計 12 - 24 計 12 - 24

640

弓削商船高等専門学校　設置申請に係わる組織の移行表

令和７年度 令和８年度

計 120 640 計 120
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別記様式第２号・別添１

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

学位又
は称号

学位又は
学科の分野

助教
以上

うち
教授

学位又
は称号

学位又は
学科の分野

助教
以上

うち
教授

創造工学科 8 3 電子機械工学科 8 3

計 8 3 計 8 3

計 計

計 計

計

別記様式第２号・別添２

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

開設又は
改編時期

昭和60年4月

平成22年4月

平成30年4月

令和6年4月

令和8年4月

令和8年4月 学生募集停止（学科）-電子機械工学科の学生募集停止

創造工学科　設置 工学 設置届出（学科）

設 置 の 前 後 に お け る 学 位 等 及 び 基 幹 教 員 の 所 属 の 状 況

届 出 時 に お け る 状 況
新 設 学 部 等 の 学 年 進 行
終 了 時 に お け る 状 況

学部等の名称

授与する学位等

異 動 先

基幹教員

学部等の名称

授与する学位等

異 動 元

基幹教員

工学
電子機械工学
科

準学士
（工学）

工学 創造工学科
準学士
（工学）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

基 礎 と な る 学 部 等 の 改 編 状 況

改　　編　　内　　容　　等
学 位 又 は
学 科 の 分 野

手 続 き の 区 分

電子機械工学科　設置 工学 設置届出（学科）

電子機械工学科のカリキュラム変更 工学 学則変更

電子機械工学科のカリキュラム変更 工学 学則変更

電子機械工学科のカリキュラム変更 工学 学則変更
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

1･2･3通､4後 7 〇 1 1

1前･2後 2 〇 1 1

3通 2 〇 1

3通 2 〇 2

1通 2 〇 1

2通 2 〇 2

5通 2 〇 1

4通 2 〇 1

5後 1 〇 1

1･2･3通 12 〇 1 1 1

1･2･3通 6 〇 1 2

1･2通 4 〇 1

1･2通 4 〇 1

1･2後 2 〇 1 1

1･2･3通､4･5前 8 〇 1 1 1
共同（一部）、オム
ニバス（一部）

1･2･3･4通 8 〇 1 1 1

1･2通 5 〇 2 2 共同

1通･2前･3後 3 〇 3

4後･5通 3 〇 1 1

－ － 77 0 0 3 7 1 4 0 8

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（電子機械工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

一
般
科
目

国語１

国語２

公民１

公民２

地歴１

地歴２

物理

保健

体育

総合英語

英語表現

基礎英語

法学

アースサイエンス

生物概諭

数学１

数学２

化学

英語講読

小計（19科目） －
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4後 2 〇 1 ☆

5前 2 〇 1 ☆

4後 2 〇 1 ☆

5前 2 〇 1 ☆

1通 2 〇 1

2通 2 〇 1

3通 2 〇 1

4通 2 〇 1

5通 2 〇 1

5通 2 〇 1

2通 2 〇 1

3通 2 〇 1

4前 2 〇 1 ☆

5後 2 〇 1 ☆

4通 2 〇 1

4通 2 〇 1

5後 2 〇 1 ☆

4通 2 〇 1

3通 2 〇 1

2通 2 〇 1

3通 2 〇 1

4通 2 〇 1

3通 2 〇 1

4後 2 〇 1 ☆

5前 2 〇 1 ☆

2通 2 〇 1

3通 2 〇 1

4前 2 〇 1 ☆

4後 2 〇 1 ☆

1通 2 ○ 1 1 共同

2通 2 ○ 1 1 共同

3通 2 ○ 1

4通 4 ○ 2 1 1 共同

5通 4 ○ 4 共同

5通 10 ○ 3 4 1 共同

5後 2 〇 1 ☆

5後 2 〇 1 ☆

5前 2 〇 1 ☆

4通 2 〇 1

5通 2 〇 1

4後 1 〇 1

4前 1 〇 1

4前 1 〇 1

5後 1 〇 1

3通 1 〇 1 1 共同

5通 1 〇 1 1 共同

－ － 82 16 0 3 4 0 1 0 5

－ － 159 16 0 6 11 1 5 0 13

専
門
科
目

応用数学１

応用数学２

応用物理１

応用物理２

設計製図１

材料力学１

材料力学２

振動工学

流体力学

熱力学

エネルギー工学

設計製図２

設計製図３

設計製図４

設計製図５

機構学

基礎機械制御工学

制御工学１

制御工学２

電磁気学

電気回路

電子回路

電子工学

機械工作法

材料学

情報処理１

情報処理２

情報処理３

計測工学

情報処理４

計算機制御工学

ロボットシステム工学

電気電子機器

工業英語

特別講義１

工作実習１

工作実習２

工作実習３

工学実験１

工学実験２

卒業研究

－

合計（65科目） －

学位又は称号 準学士（工学） 学位又は学科の分野 工学関係

特別講義２

特別講義３

特別講義４

地域創生演習１

地域創生演習２

小計（46科目）

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

一般科目は必修科目77単位、専門科目は必修科目82単位、選択科目から8単位以
上、合わせて167単位以上を取得すること。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業の標準時間 90分
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

（

助

手

を

除
く
）

基

幹

教

員

以

外
の

教

員

1･2･3･4通 7 〇 1 1

1通 2 〇 1 1

3通 2 〇 2 1

3通 2 〇 2 1

4通 2 〇 1

5通 2 〇 1

5通 2 〇 1

4通 2 〇 2

5後 1 〇 1

1･2･3通 12 〇 1 1 2

1･2･3通 6 〇 1 1 2

1･2通 4 〇 1

1･2通 4 〇 1

1･2･3･4･5通 10 ○ 1 1 1
共同（一部）、オム
ニバス（一部）
※講義

1･2･3･4通 8 〇 2 1 2

1･2通 5 〇 2 1 2 共同

1通･2前･3後 3 〇 2 1 2

4前･5通 3 〇 2 1 2

－ － 77 0 0 3 7 1 4 8

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（創造工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

小計（18科目） －

一
般
科
目

国語１

国語２

公民１

公民２

数学２

化学

保健体育

生物概論

数学１

地歴１

地歴２

法学

基礎英語

英語購読

総合英語

英語表現

物理

アースサイエンス
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（創造工学科）

応用数学１ 4前 2 〇 1 ☆

応用数学２ 4前 2 〇 1 ☆

応用物理 4後 2 〇 1 ☆

設計製図１ 1通 2 〇 1

設計製図２ 2通 2 〇 1

設計製図３ 3通 2 〇 1

機械設計１ 4通 2 〇 1

機械設計２ 5通 2 〇 1

基礎力学 3通 2 〇 1

材料力学 3通 2 〇 1

振動工学 5後 2 〇 1 ☆

流体力学１ 4前 2 〇 1 ☆

流体力学２ 5前 2 〇 1 ☆

熱力学１ 4後 2 〇 1 ☆

熱力学２ 5後 2 〇 1 ☆

エネルギー工学概論 1通 2 〇 1

機械工作法 3通 2 〇 1

材料学 4通 2 〇 1

情報リテラシー 1前 1 〇 1

データサイエンス基礎 1後 1 〇 1

情報処理１ 2通 2 〇 1

情報処理２ 3通 2 〇 1

情報処理３ 4通 2 〇 1

情報処理４ 5前 1 〇 1

データサイエンス応用 5後 1 〇 1

アルゴリズム 4前 1 ○ 1

ネットワーク１ 5後 1 ○ 1

プロジェクト管理 4後 1 ○ 1

情報セキュリティ１ 5後 1 ○ 1

計測工学 3通 2 〇 1

シーケンス制御 2通 2 〇 1

制御工学１ 4通 2 〇 1 ☆

制御工学２ 5前 2 〇 1 ☆

ロボットシステム工学 5後 2 〇 1 ☆

電磁気学 2通 2 〇 1

電気回路 4通 2 〇 1 ☆

電子回路 5後 2 〇 1 ☆

ものづくり実習１ 1通 2 〇 1 1

ものづくり実習２ 2通 2 〇 1 1

ものづくり実習３ 3通 2 〇 1

工学実験１ 4通 4 〇 2 4 1 共同

工学実験２ 5通 4 〇 2 4 1 共同

卒業研究 5通 10 〇 2 4 1 共同

電気電子機器 5通 2 〇 1

特別講義１ 4前 1 〇 1

特別講義２ 4後 1 〇 1

特別講義３ 5後 1 〇 1

特別講義４ 5前 1 〇 1

地域創生演習１ 3通 1 〇 1

地域創生演習２ 5通 1 〇 1

ハードウェア設計 4･5通 1 〇 1 メディア

データベース 4･5通 2 〇 1 メディア

メディア情報処理 4･5通 2 〇 1 メディア

人工知能１ 4･5通 2 〇 1 メディア

ネットワーク２ 4･5通 2 〇 1 ☆メディア

情報セキュリティ２ 4･5通 2 〇 1 ☆メディア

通信システム１ 4･5通 2 〇 1 ☆メディア

通信システム２ 4･5通 2 〇 1 ☆メディア

ウェブデザイン 4･5通 2 〇 1 ☆メディア

人工知能２ 4･5通 2 〇 1 ☆メディア

人工知能３ 4･5通 2 ○ 1 ☆メディア

－ － 90 8 21 6 7 1 3

－ － 167 8 21 9 14 1 5 0 11

専
門
科
目

－

合計（79科目） －

学位又は称号 準学士（工学）

小計（61科目）

学位又は学科の分野 工学関係

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

一般科目は必修科目77単位、専門科目は90単位以上、合わせて167単位以上を取
得すること。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業の標準時間 90分
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授業科目の名称 主要授業科目 講義等の内容 備考

一
般
科
目

必修 国語１

小説・評論の読解を通して、他者の意見や心情を正しく論理的に読み
取る力や、筆者の意見や作品の主題を援用して身の回りの現象を分
析・考察する力を涵養する。言語表現においては、作文、プレゼン
テーションやグループディスカッションなどを通して、口頭および文
章での表現能力を向上させる。また、はがき・てがみなど実用的な文
書を作成する力をつける。

一
般
科
目

必修 国語２

MCC「表現・コミュニケーション(国語)」に基づき、実用的な文章
（手紙・メール等の作成）、レポートや論文作成のための情報収集と
その整理・分析、論理の構成や展開を身につけさせる。

一
般
科
目

必修 公民１

現代日本の政治・経済に関わる現実社会の諸課題の解決に向けて探究
するための手掛かりとなる概念や理論について学習します。
国際政治・経済に関わる現実社会の諸課題の解決に向けて探究するた
めの手掛かりとなる概念や理論について学習します。
社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，広い視野に立ち，グ
ローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家および
社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成すること
をめざします。

一
般
科
目

必修 公民２

広い視野に立って，現代の社会について主体的に考察させ，理解を深
めさせるとともに，人間としての在り方生き方についての自覚を育
て，平和で民主的な国家・社会の有為な形成者として必要な公民とし
ての資質を養う。

一
般
科
目

必修 地歴１

・「世界史についての基本的な知識」と「資料等を活用して、世界の
歴史への関心を高め、歴史的な見方や考え方」が身についている。
・世界各地域の社会の変化や課題について、歴史的な見方・考え方に
基づいて考察し、今日につながる歴史の流れを理解できる。

一
般
科
目

必修 地歴２

・「日本史についての基本的な知識」と「資料等を活用して、日本の
歴史への関心を高め、歴史的な見方や考え方」が身についている。
・日本各地域の社会の変化や課題について、歴史的な見方・考え方に
基づいて考察し、今日につながる歴史の流れを理解できる。

一
般
科
目

必修 法学

今の学生生活や、今後社会に出て迎える様々なライフイベントと法と
の関わりについて、地域の社会人経験者の方の経験談や身のまわりの
事例などを通じて理解を深めるとともに、正解が一つでない問題にも
論理的に自らの意見を導く「思考の型」を使いこなして自ら考えるた
めのスキルとし、変化の激しい現代を生き抜く素養を身につける。

一
般
科
目

必修 アースサイエンス

工学系・理学系エンジニアとして今後必須である持続可能な社会を構
築するために必要なアースサイエンスの基礎知識を身に付ける。
地球が太陽系における惑星の一つであることを理解し、その活動が太
陽の放射エネルギーを原動力としていることを理解する。
地球の歴史を理解し、地球表層や内部に見られる地学的事象を理解す
る。

一
般
科
目

必修 生物概論

工学系・理学系エンジニアとして今後必須である持続可能な社会を構
築するた めに必要なライフサイエンスの基礎知識を身に付ける。
地球上の生物は多様であり、かつ共通性があることを理解し、生命の
起源について理解する。
地球における生物の生命活動を理解するだけでなく、生態系の構成要
素も理解することで地球環境が人間活動と関わりが深いことを理解す
る。

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（創造工学科）

科目
区分
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一
般
科
目

必修 数学１

数と式，関数，方程式についての基礎的な知識と計算技能の習得を目
標とする。
指数関数，対数関数，順列・組合せ，極限の基本的な概念を学び，実
際に計算できるようになる。
微積分において基礎となる知識と技能を修得する。

一
般
科
目

必修 数学２

三角比，三角関数の定義を理解し，値の計算，グラフの描画，図形の
計量への活用ができるようになる。
図形と式，平面ベクトルについての基本的な概念を理解し，それらを
活用して問題を表現する力，問題を解く力の習得を目標とする。
線形代数の基礎的な知識と計算技能の習得を目標とする。

一
般
科
目

必修 化学

物質の構成と結合、物質の状態や変化が原子レベルでどのような機構
であるのかを理解する。
物質の構成粒子とそれが構成する物質および物質が様々な変化をして
他の物質をつくることを理解する。物質についての基本的な粒子概
念、原理、法則などを、身近な物質や現象を通して理解し、習得させ
るとともに、生活に関連した科学的自然観や思考力を育成する。

一
般
科
目

必修 物理

物理の学習を通じて，自然現象を系統的・論理的に考える能力を養
い，自然現象を解明するために物理的な見方及び考え方を身につけさ
せる。
物体にはたらく力と運動の状態（変位，速度，加速度），力学的エネ
ルギーおよび熱現象の基本法則について理解し，基礎的な計算能力を
養うことを目標とする。
力学および電磁気に関する現象を探求し，基本的な概念や原理を理解
する。波動現象についての基本的な法則を理解する。それぞれの単元
について，基礎的な計算ができることを目標とする。

一
般
科
目

必修 保健体育

運動の実践を通じて、体力の向上とともに、健康を保持増進するため
の科学的知識と、個人的・集団的な運動技能を習得する。そして、運
動の習慣化と公正・協力・責任などの態度の発達を促すなかで、生涯
にわたって健康を保持増進するための思考力・判断力・表現力を磨
き、これらを社会に生かそうとする学びに向かう力と人間性などの資
質・能力を身につける。

共同（一部）、オムニ
バス（一部）

一
般
科
目

必修 総合英語

本授業では、英語を読むこと、聞くこと、書くこと、話すことを通し
て、総合的な英語運用能力の向上を図る。また、授業を通じて母国以
外の言語や文化を理解しようとする態度を養い、英語でコミュニケー
ションができるようになることを目指す。

一
般
科
目

必修 英語表現

本授業では、正しい英語の音と、日常のコミュニケーションに用いら
れる語彙と表現を確実に身に付け、学習者の習熟度に応じて、聞く、
話すという音声面での技能の向上を目指す。

共同

一
般
科
目

必修 基礎英語

本授業では、読む、書く、聴く、話すの四技能の基本となる文法事項
を網羅的に学習する。

一
般
科
目

必修 英語購読

本授業では、専門に関する語彙を習得し、専門に関する英文を正しく
理解できることを目標としている。それと同時に、口頭および筆記で
のアウトプットも重視している。

専
門
科
目

必修 応用数学１

身近な自然現象を例に、工学的に方程式が立てられていることを知
り、その性質、解法を学修する。

☆
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専
門
科
目

必修 応用数学２

身近な工学的現象を例に，方程式の性質，解法を学修する．

☆

専
門
科
目

必修 応用物理

全ての工学の基礎という位置付けから、剛体、応力、流体、振動、波
動などの物理学の諸現象を理解することを目指す。

☆

専
門
科
目

必修 設計製図１

ものづくりの基本の一つである機械製図は、製作する製品の形を詳細
に示すことで設計者の意思を伝えるための重要なものである。設計製
図１では、製図系講義として機械製図の基礎知識や技術の習得を、制
御系講義としてSI単位・電気の基礎・電子回路および機械の構成要素
とその働き・動作の仕組み・動作の制御などについて理解する。

専
門
科
目

必修 設計製図２

設計製図２では1年次で学んだ機械製図を基礎とし、各種の機械要素
に関する機械図面を的確に表現できる技術・技能を習得する。

専
門
科
目

必修 設計製図３

本講義では設計製図１・２で行った機械製図の基礎・基本を引続き行
い、その応用として機械要素や器具・機械のスケッチと製作図の作成
を行う。また、必要に応じて機械要素や器具・機械の強度計算等を行
う。

専
門
科
目

必修 機械設計１

本講義ではものづくりにおいて必要な機械要素の特性を学び、JIS規
格を知り、それらの強度評価法と形状決定法を学び、小テストを通し
て理解を深めるとともに理解度を確認する。また、製造現場における
品質保証・管理の手法について学び、演習を通して理解を深める。

専
門
科
目

必修 機械設計２

本講義ではものづくりにおいて必要な機械要素の特性を学び、JIS規
格を知り、それらの強度評価法と形状決定法を学び、小テストを通し
て理解を深めるとともに理解度を確認する。

専
門
科
目

必修 基礎力学

材料力学および設計の基本となる応力やひずみ、フックの法則を知る
ことを目的とする。これらを基礎的な構造について適応することがで
きるように演習問題やテストを行う。

専
門
科
目

必修 材料力学

材料力学の曲げの問題、弾性ひずみエネルギーを用いた問題を解く。
数学で得た知識を元に、それを便利に活用することで様々な問題を解
けることを理解し、できるようになることを目的とする。加えて、応
力やひずみを現実の三次元ではどのように表記されているかをおさえ
て、設計への材料力学の活用させ方を学ぶ。

専
門
科
目

必修 振動工学

振動について理解し、種々の振動解析を行うことができる能力を身に
付ける。
関連科目；材料力学、応用物理、設計製図１～３、機械設計１、２。

☆
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専
門
科
目

必修 流体力学１

流体の性質（流体の重さと密度・圧縮性・粘性など）、流体の静止状
態および運動状態の力学、管路内の流れ、流れの中の物体に作用する
抗力および揚力を理解する。

☆

専
門
科
目

必修 流体力学２

水や油にエネルギーを与える原理、ポンプの分類・揚程・揚水量と回
転数・軸動力と効率、遠心ポンプの原理・種類、羽根車の数と揚程、
構造、羽根車が液体に与える揚程、ポンプの比速度のどについて学
び、理解する。

☆

専
門
科
目

必修 熱力学１

熱力学の基礎概念（温度、熱量、比熱と熱容量、顕熱と潜熱、圧力、
仕事、絶対仕事、工業仕事）、熱力学の第一法則ならびに内部エネル
ギーとエンタルピーについて理解する。続けて、完全ガス（完全ガス
の状態式・内部エネルギー・比熱・熱力学の第一法則の式、混合ガ
ス、完全ガスの分子運動論）、完全ガスの状態変化について学ぶ。

☆

専
門
科
目

必修 熱力学２

熱力学の第二法則、可逆変化と不可逆変化、カルノーサイクル、カル
ノーサイクルの効率、クラウジウスの積分、エントロピー、完全ガス
のエントロピー変化、p-v線図とT-s線図、エクセルギーとアネルギー
を理解する。ガスサイクルと熱効率（空気標準サイクル、オットーサ
イクル、ディーゼルサイクル、サバテサイクル、内燃機関サイクル、
ブレイトンサイクル、スターリングサイクル）の計算が出来るように
なる。

☆

専
門
科
目

必修 エネルギー工学概論

エネルギー、水の等圧蒸発過程、熱機関サイクル、伝熱の意味を理解
する。飽和蒸気、湿り蒸気、過熱蒸気の状態量、熱流束、温度分布、
熱抵抗の計算方法を学習する。

専
門
科
目

必修 機械工作法

機械工作法の基礎的な知識は、製品に対する最適な加工法を選択した
り、特殊な製品に対して創意工夫して加工したりする場合に必要とな
る。機械材料を加工して製品にするためには除去加工や変形加工など
を行う必要がある。機械工作法では機械材料を加工するための方法に
ついて学ぶ。さらに、各加工方法について、現在、使用されている工
作機器類・装置類などの基礎を学習する。評価に関しては、期末試
験・レポート・出席状況・講義受講態度により評価する。

専
門
科
目

必修 材料学

金属材料を主に、機械材料に関する基礎知識を養う。ものづくりにお
いて、製品の使用方法を十分理解し、その上で、最適な材料を決めな
ければならない。その最適と考えられる材料の選択を可能にする基礎
的な知識を学ぶ必要がある。つまり、機械の設計・製作に必要な材料
の選択、取扱い能力を有することに専念する。

専
門
科
目

必修 情報リテラシー

情報基礎として、コンピュータのCPU、メモリ、入出力デバイスなど
の基本的な構造と機能、オフィスアプリケーションの操作を習得す
る。さらに、オペレーティングシステムの基礎として、コンピュータ
のリソース管理、タスクスケジューリングなどの機能も習得する。こ
れらのスキルは、現代の技術分野で不可欠であり、技術的な問題解決
能力の基盤となる。また、ネットリテラシーの基礎として、情報通信
ネットワークの仕組みや構成、プロトコルの役割や技術、インター
ネットの基本原理やセキュリティ意識を習得する。これらのスキル
は、安全かつ効果的なインターネット利用を可能にし、クラウドコン
ピューティングやオンライン取引の際には、セキュリティ対策を実践
する必要がある。

専
門
科
目

必修 データサイエンス基礎

本講義では、高専生に求められる情報リテラシーの一部として、ネッ
トワーク、情報セキュリティ、データサイエンス、人工知能（AI）の
基礎を扱う。
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専
門
科
目

必修 情報処理１

Pythonによるプログラミング入門として、基礎構文、標準入出力、
データ型、関数、モジュール、制御構文、ファイル入出力などを習得
する。Pythonは、学習が容易であり、Web開発、科学技術計算、デー
タ処理、データ解析、機械学習など、幅広い領域で活用されている。
また、データサイエンスやAI技術の基礎として、データ処理、可視
化、解析の基礎、データベース設計、およびデータベース言語につい
て習得する。これらのスキルは、高度な解析や機械学習アルゴリズム
の理解を身につけるための基盤となる。例えば、ビジネスインテリ
ジェンスや予測分析において、データベース言語を用いてデータベー
スから情報を抽出し、分析する必要がある。

専
門
科
目

必修 情報処理２

C言語によるプログラミング入門として、基本的な構文、データ型、
ポインタなどを習得する。C言語は、リソース制約のある環境での組
み込みシステムや、実行速度が重要なリアルタイムシステムなど、
様々な領域で広く利用されている。例えば、ソフトウェア開発やマイ
クロコントローラを用いた組み込みシステム開発など、幅広い分野で
の応用が可能である。また、C++またはC#によるプログラミング応用
として、オブジェクト指向プログラミングとテンプレートについて習
得する。これらのプログラミング手法は、機械工学の分野でも広く応
用され、制御システムやロボットの開発などにも活用されている。例
えば、ロボット制御システムの開発において、オブジェクト指向プロ
グラミングが有用である。

専
門
科
目

必修 情報処理３

ソフトウェア開発プロセスとして、計画、設計、開発、テスト、展
開、保守などの手法を習得する。さらに、プロジェクト管理として、
計画、管理、リソース割り当て、コミュニケーション、リスク管理な
ども習得する。例えば、アジャイル開発やバージョン管理システムを
活用してソフトウェア開発プロセスを効率化し、Ganttチャートやリ
スクマトリックスを活用してプロジェクトの品質や効率性、進捗を向
上させ、リスクを最小限に抑えることができる。また、機械工学にお
ける最新技術と応用として、ビッグデータ処理、機械学習、人工知
能、ロボット工学、自動制御システム、予測モデルなどの基礎概念を
習得する。例えば、機械学習モデルを用いた製品の予測保全やロボッ
ト制御システムの開発など、製造業の生産性向上や新たなビジネスモ
デルの創出が可能になる。

専
門
科
目

必修 情報処理４

機械工学におけるデジタル制御の基礎と応用として、論理演算と離散
数学、デジタル制御の基本概念、PID制御とその応用を習得する。さ
らに、マイクロコントローラの基本的な原理とプログラミングについ
ても習得する。これらのスキルは、機械工学の中核技術であり、産業
界で広く利用される。例えば、自動車や産業ロボットの制御システム
において、PID制御を用いて安定した動作を実現する必要がある。ま
た、インダストリー4.0の基礎として、IoTの概要と応用、センサー技
術とネットワーク通信の基礎を習得する。これにより、最新の工業技
術や自動化システムに関する知識を身につけ、将来の産業界でのキャ
リアに活かされる。例えば、製造業におけるIoT技術の導入やセン
サーデータの収集・解析によって、生産プロセスの効率化や品質管理
が向上する。

専
門
科
目

必修 データサイエンス応用

Pythonによるプログラミングを通して、データサイエンスの基礎的な
技術を身に付ける。さらに、IoTやインターネットなど、各自で設定
した課題について実践的なデータ分析を行う。

専
門
科
目

必修 アルゴリズム

プログラミングの構造を簡略化した構造化プログラミング、データ構
造、オブジェクト指向の概念について解説し、アルゴリズムのパター
ン、計算量の評価方法について学修する。

専
門
科
目

必修 ネットワーク１

現在のコンピュータネットワークで最も多く使われているプロトコル
がTCP/IPである。TCP/IPはあらゆる情報機器、ソフトウェアシステム
に実装され、不可欠の通信基盤となっており、その理解は情報通信技
術者として欠かせないものである。この講義では、TCP/IPを構成する
各種プロトコルを取り上げ、その動作原理と操作方法、実用例につい
てより深く理解する。

専
門
科
目

必修 プロジェクト管理

プロジェクト管理手法の役割を理解し、PBL（問題指向型・プロジェ
クト指向型学習）の実践として高専プロコンをモデルケースとしたグ
ループ活動による開発体験を行う。
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専
門
科
目

必修 情報セキュリティ１

本講義では、暗号化のしくみ、暗号化アルゴリズム（共通鍵暗号方
式、AES暗号、公開鍵暗号方式、RSA暗号、ハイブリッド暗号方式、
ハッシュ化のしくみなど）、電子署名などを扱う。また、高専生向け
に、K-SEC(サイバーセキュリティ人材育成事業)が開発した教材（K-
SEC教材）を利用する。

専
門
科
目

必修 計測工学

計測工学は、工学の基本である実験を行う際に必要とされる学問であ
る。実験対象であるシステムをよく理解するためには、実験を通じて
「計測」が必要となる。このようなことから、計測における必要な基
礎的・基本的な原理を知る必要があり、本講義では、計測における工
学的な考え方、及び計測原理について講義する。本科目の履修によ
り、本校のディプロマポリシーにおける「豊かな教養と倫理観を身に
つけ、実践的なものづくりができる」能力を習得する。

専
門
科
目

必修 シーケンス制御

エレベータや自動販売機などの機械制御で使用されるシーケンス制御
について学習する。
基本となるリレーシーケンス、タイマー回路、PLC制御などを取り扱
う。

専
門
科
目

必修 制御工学１

主としてフィ－ドバック制御系の基本的な考え方を古典制御理論の立
場から明確にして、制御系の解析を中心にして制御工学の概要を学習
する。本科目の履修により、本校のディプロマポリシーにおける「機
械を構成する材料の物性、加工・生産技術や、機械設計に欠かせない
材料、熱、流体、機械の力学、それらに加えて機械を制御する電気工
学、情報工学など、幅広い知識と技術を身につけ、それらを応用した
ものづくりができる」能力を習得する。

☆

専
門
科
目

必修 制御工学２

制御工学１を基礎として、過渡応答法、周波数応答法、制御系の安定
を学習する。本科目の履修により、本校のディプロマポリシーにおけ
る「機械を構成する材料の物性、加工・生産技術や、機械設計に欠か
せない材料、熱、流体、機械の力学、それらに加えて機械を制御する
電気工学、情報工学など、幅広い知識と技術を身につけ、それらを応
用したものづくりができる」能力を習得する。

☆

専
門
科
目

必修 ロボットシステム工学

ロボットはさまざまな工学の複合体（システム）であり、応用も多岐
にわたる。表面的な構成だけでなく、原理を理解し簡単な設計ができ
ることを目指す。本科目の履修により、本校のディプロマポリシーに
おける「機械設計および機械制御に欠かせない制御工学の幅広い知識
を身につける」能力を習得する。

☆

専
門
科
目

必修 電磁気学

電荷・電界・電位・磁気・磁界・電流等の関係を理解し、その計算方
法を身に付ける。
・関連する科目：電気回路、電子回路

専
門
科
目

必修 電気回路

すべての電気電子回路解析の基本となる直流・交流回路について学
ぶ。
・関連する科目：電磁気学、電子回路

☆

専
門
科
目

必修 電子回路

交流回路の電圧、電流、電力、トランジスタの計算方法を学習する。
・関連する科目：電磁気学、電気回路

☆

専
門
科
目

必修 ものづくり実習１

『ものづくり』に必要な工作に関する基礎的・基本的な知識と技術を
実技を通して身につける。プログラムを実行するための手順を理解
し，操作できるようになる。本科目の履修により，本校のディプロマ
ポリシーにおける「豊かな教養と倫理観を身につけ、計画・設計から
生産・保守運用までできる実践的なものづくりができる」能力を習得
する。
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専
門
科
目

必修 ものづくり実習２

『ものづくり』に必要な工作に関する基礎的・基本的な知識と技術を
実技を通して身につける。プログラムを実行するための手順を理解
し，操作できるようになる。本科目の履修により，本校の1年次まで
のものづくり実習で修得したことおよび座学で学習してきたことを基
礎とし，『ものづくり』に必要な工作に関する基礎的・基本的な知識
と技術を実技を通して身につける。電気回路の特性や制御工学の基礎
を計算機器，計測機器の操作を通して理解し，より高度なものづくり
に応用できるようになる。本科目の履修により，本校のディプロマポ
リシーにおける「豊かな教養と倫理観を身につけ、計画・設計から生
産・保守運用までできる実践的なものづくりができる」能力を習得す
る。

専
門
科
目

必修 ものづくり実習３

2年次までのものづくり実習で修得したことおよび座学で学習してき
たことを基礎とし，『ものづくり』に必要な工作に関する基礎的・基
本的な知識と技術を実技を通して身につける。電気回路の特性や制御
工学の基礎を計算機器，計測機器の操作およびアクア・メカトロニク
ス実習Ⅰを通して理解し，より高度なものづくりに応用できるように
なる。これらを通して，より実践的な技術の修得をめざす。その際，
商船高専の特色を出すために一つのシステムプラントである練習船を
利用する。本科目の履修により，本校のディプロマポリシーにおける
「豊かな教養と倫理観を身につけ、計画・設計から生産・保守運用ま
でできる実践的なものづくりができる」能力を習得する。

専
門
科
目

必修 工学実験１

・本工学実験１は創造的、実践的に行われる実験であり、習得する知
識、技術は工学的な基礎研究を行う上で必要なものとなる。・本工学
実験１を通じて、実践的なエンジニアとしての問題解決能力の習得を
目指す。・ものづくり実習１～３と関連する。・本科目の履修によ
り，本校のディプロマポリシーにおける「豊かな教養と倫理観を身に
つけ、計画・設計から生産・保守運用までできる実践的なものづくり
ができる」能力を習得する。

共同

専
門
科
目

必修 工学実験２

・機械，電気，電子，制御における工学問題を取り扱う．・ものづく
り実習１～３，工学実験１，設計製図，材料力学と関連する．・本科
目の履修により，本校のディプロマポリシーにおける「豊かな教養と
倫理観を身につけ、計画・設計から生産・保守運用までできる実践的
なものづくりができる」能力を習得する。

共同

専
門
科
目

必修 卒業研究

5年間に学んだことの集大成として、研究の実施方法や成果のまとめ
方および発表方法を、1年間の研究を通して学ぶ。本科目の履修によ
り、本校のディプロマポリシーにおける「機械を構成する材料の物
性、加工・生産技術や、機械設計に欠かせない材料、熱、流体、機械
の力学、それらに加えて機械を制御する電気工学、情報工学など、幅
広い知識と技術を身につけ、それらを応用したものづくりができる」
と「豊かな教養と倫理観を身につけ、計画・設計から生産・保守運用
までできる実践的なものづくりができる」、および「応用力やコミュ
ニケーション能力、プレゼンテーション能力を持ち、他者と協働でき
る」能力を習得する。

共同

専
門
科
目

選択 電気電子機器

・電気機器の基礎的な動作原理・構造・特性を系統だてて理解し、電
気機器を活用する能力を養う。・『特殊無線技士関連科目：電気電子
機器、特別講義３』・『第二級海上特殊無線技士：*1；無線機器学そ
の他無線機器に関する科目（1時間＝60分の換算で10時間、1週＝90分
の換算で6.67週の実施）、*2；電磁波工学その他空中線系及び電波伝
搬に関する科目（1時間＝60分の換算で2時間、1週＝90分の換算で
1.34週の実施）、*3；電子計測その他無線測定に関する科目（1時間
＝60分の換算で1時間、1週＝90分の換算で0.67週の実施）、*4；電波
法規その他電波法令に関する科目並びに国際電気通信連合憲章及び国
際電気通信連合条約その他国際条約に関する科目（1時間＝60分の換
算で4時間、1週＝90分の換算で2.67週の実施）』・『第二級陸上特殊
無線技士：*5；無線機器学その他無線機器に関する科目（1時間＝60
分の換算で8時間、1週＝90分の換算で5.34週の実施）、*6；電磁波工
学その他空中線系及び電波伝搬に関する科目（1時間＝60分の換算で2
時間、1週＝90分の換算で1.34週の実施）、*7；電子計測その他無線
測定に関する科目（1時間＝60分の換算で1時間、1週＝90分の換算で
0.67週の実施）、*8；電波法規その他電波法令に関する科目並びに国
際電気通信連合憲章及び国際電気通信連合条約その他国際条約に関す
る科目（1時間＝60分の換算で1.5時間、1週＝90分の換算で1週の実
施）』・本科目の履修により、本校のディプロマポリシーにおける
「機械を制御する電気工学の幅広い知識と技術および豊かな教養と倫
理観を身につける」能力を習得する。
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専
門
科
目

選択 特別講義１

講師自身の体験や最近のメディア報道における事件・事象・問題を取
り上げ、「技術者倫理」を身近で重量な問題として認識させる。

専
門
科
目

選択 特別講義２

夏季休暇中の会社実習（インターンシップ）または海外インターン
シップで、業務内容、社会人として自覚すべきことを学ぶ。

専
門
科
目

選択 特別講義３

・無線機器の使用に伴う電波法規、電波法令について学ぶ。・『特殊
無線技士関連科目：電気電子機器、特別講義３』・『第二級海上特殊
無線技士：*1；電波法規その他電波法令に関する科目並びに国際電気
通信連合憲章及び国際電気通信連合条約その他国際条約に関する科目
（1時間＝60分の換算で14時間、1週＝90分の換算で9.33週の実
施）』・『第二級陸上特殊無線技士：*2；電波法規その他電波法令に
関する科目並びに国際電気通信連合憲章及び国際電気通信連合条約そ
の他国際条約に関する科目（1時間＝60分の換算で8.51時間、1週＝90
分の換算で5.67週の実施）』・本科目の履修により、本校のディプロ
マポリシーにおける「豊かな教養と倫理観を身につける」能力を習得
する。

専
門
科
目

選択 特別講義４

・1. 本校主催のオープンキャンパス（１、２）、2. 公開講座（チャ
レンジキャンパスを含む）、3. 四国地区高専連携・交流事業「特別
講義」、4. 海外インターンシップ、5. 高専主催のコンテスト（ロボ
コン、プロコン、デザコン、Dコン、Gコン、など）、6. その他学科
で認める活動、のいずれかへ参加し、その報告書を作成する。・本科
目の履修により、本校のディプロマポリシーにおける「豊かな教養と
倫理観を身につけ、応用力やコミュニケーション能力、プレゼンテー
ション能力を持ち、他者と協働できる」能力を習得する。

専
門
科
目

選択 地域創生演習１

上島町は、過疎化、少子化、高齢化が進み、様々な問題を抱えてい
る。本校の学生および教職員の総数は、上島町の人口の約2割を占め
る特異な離島地域でもある。本演習では、地域の持つ課題をボラン
ティア活動等の実体験を通して、発掘し、地域の人達と問題を解決す
る。

専
門
科
目

選択 地域創生演習２

上島町は、過疎化、少子化、高齢化が進み、様々な問題を抱えてい
る。本校の学生および教職員の総数は、上島町の人口の約2割を占め
る特異な離島地域でもある。本演習では、地域の持つ課題をボラン
ティア活動等の実体験を通して、発掘し、地域の人達と問題を解決す
る。

専
門
科
目

自由 ハードウェア設計

計算機工学系領域は、現在主流となっているディジタルコンピュータ
のハードウェアの原理や、実際のコンピュータに利用されているハー
ドウェア要素について学ぶ領域である。コンピュータアーキテクチャ
分野では、ディジタルコンピュータの構成や実際に用いられる構成要
素の機能を理解し、その中で利用されている主要な技術を理解する。

専
門
科
目

自由 データベース

データモデル、データベース設計法に関する基本的なデータベースの
概念を理解し、Webアプリケーションを用いてデータベースの構築・
管理できる能力を身に付ける。

専
門
科
目

自由 メディア情報処理

コンピュータを用いて目的の画像を生成・加工の段階で必要となる画
像処理の基本的事項を身につける。本講義によって、CG-ARTS協会の
画像処理検定ベーシック合格程度の知識を得ることができる。さらに
プログラミングによって、基本的な画像処理の実践を行う。
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専
門
科
目

自由 人工知能１

コンピュータが発明されて以来人間の知的活動を肩代わりするものと
して 、コンピュータには多くの期待が寄せられてきた。人工知能
（AI）は 、一時期のブームを越え、現実的な技術として応用段階に
入っている。本講義では、ゲーム分野における人工知能の応用例を学
習し、実際のカードゲームにおけるアルゴリズムの構築について考察
する。また社会における活用事例（ビッグデータ、IoT、データサイ
エンス、機械学習）について理解する。

専
門
科
目

自由 ネットワーク２

現在のコンピュータネットワークで最も多く使われているプロトコル
がTCP/IPである。TCP/IPはあらゆる情報機器、ソフトウェアシステム
に実装され、不可欠の通信基盤となっており、その理解は情報通信技
術者として欠かせないものである。この講義では、TCP/IPを構成する
各種プロトコルを取り上げ、その動作原理と操作方法、実用例につい
てより深く理解する。

☆

専
門
科
目

自由 情報セキュリティ２

本講義では、暗号化のしくみ、暗号化アルゴリズム（共通鍵暗号方
式、AES暗号、公開鍵暗号方式、RSA暗号、ハイブリッド暗号方式、
ハッシュ化のしくみなど）、電子署名などを扱う。また、高専生向け
に、K-SEC(サイバーセキュリティ人材育成事業)が開発した教材（K-
SEC教材）を利用する。

☆

専
門
科
目

自由 通信システム１

ネットワークデバイスや通信プロトコルの大まかな仕組みについて学
習する。また、ホストとルータで構成されるネットワークの基礎的な
設定方法を理解する。

☆

専
門
科
目

自由 通信システム２

ネットワークデバイスや通信プロトコルの大まかな仕組みについて学
習する。また、ホスト、ルータ、およびスイッチで構成されるネット
ワークの基礎的な設定方法を理解する。

☆

専
門
科
目

自由 ウェブデザイン

Webサイト制作のプロセスを理解し、Webデザインの基礎知識を体系的
に講義と演習で学び、効果的なWebサイト構築技術を身に付ける。

☆

専
門
科
目

自由 人工知能２

コンピュータが発明されて以来人間の知的活動を肩代わりするものと
して 、コンピュータには多くの期待が寄せられてきた。人工知能
（AI）は 、一時期のブームを越え、現実的な技術として応用段階に
入っている。本講義では、ゲーム分野における人工知能の応用例を学
習し、実際のカードゲームにおけるアルゴリズムの構築について考察
する。また社会における活用事例（ビッグデータ、IoT、データサイ
エンス、機械学習）について理解する。

☆

専
門
科
目

自由 人工知能３

人工知能の要素技術である機械学習や深層学習について扱う。近年、
音声処理、画像処理、自然言語処理等の様々な分野において、ニュー
ラルネットワークを用いた機械学習が導入されている。本講義では、
ニューラルネットワーク基礎、および、CNN、RNN、GAN等の技術につ
いて、演習を通して学習する。

☆
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